
 

 
 
 
 

 
 

ＩＴＯ代替透明導電材料の研究 
業 績 

 
透明導電材料は可視光透明性と高電気伝導性を併せ持ち、オプトエレクトロニクスデバイス(液晶デ

ィスプレイや太陽電池、発光ダイオード等)の透明電極として広く用いられている。その代表的材料が

ITO（インジウム酸化物）であるが、インジウムの希少性から ITO代替透明導電材料が望まれている。 

氏は、地殻中に豊富に存在するチタンを活用し、二酸化チタン透明導電体の創出に成功した。従来、

二酸化チタンは典型的な半導体物質と考えられてきたが、金属的な性質を持つことを明らかにし、遷

移金属酸化物としてはじめての透明導電体を実現した。 

本研究成果は、より低消費電力、高性能なオプトエレクトロニクスデバイス実現に寄与することが

できる。今後、従来の透明導電材料には見られない特徴を有する二酸化チタン透明導電材料を用いた

高性能デバイスの実用化が期待される。 
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